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中
国
文
学
史
上
局
も
大
き
な
文
学
発
展
の
転
換
点
と
な
っ
た
時
期
は
北
宋
末
年
（
一
一
二
六
）
前
後
の
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
文
学
史

に
お
い
て
北
宋
以
前
の
時
期
は
詩
を
中
心
と
す
る
伝
統
文
学
が
始
終
発
展
し
て
き
た
時
代
で
し
た
が
、
南
宋
以
後
の
時
期
は
伝
統
文
学
は

衰
落
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
通
俗
的
な
小
説
と
戯
曲
が
盛
行
し
て
き
た
時
代
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
お
お
か
た
の
中
国
文
学
者
達
が
認
め

て
い
る
見
方
で
す
。
例
え
ば
聞
一
多
（
一
八
九
九
～
一
九
四
八
）
も
「
文
学
的
歴
史
動
向
」
（
『
神
話
与
詩
』
中
華
書
証
一
九
五
九
刊
所

載
）
と
い
う
論
文
で
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
ま
す
。

　
　
真
西
周
到
宋
、
我
評
点
大
半
部
文
学
史
、
実
際
上
訳
書
一
部
詩
史
。
弾
幕
詩
的
発
展
到
北
宋
実
際
也
就
完
了
。
南
霊
的
割
田
経
是
強

　
弩
之
末
。
就
詩
本
身
説
、
連
想
・
楊
・
萢
・
黒
和
錦
嚢
的
元
遺
山
似
省
都
是
多
余
的
、
重
複
的
、
以
後
的
博
論
必
見
了
。
我
ロ
ハ
覚
得
明

　
清
罪
代
関
干
詩
的
那
許
多
運
動
和
争
論
、
訪
韓
無
味
的
挿
札
。
毎
一
度
挿
札
的
失
敗
、
無
鄭
重
新
電
装
一
遍
濡
幕
乳
的
徒
労
無
益
碧
羅
。

　
戯
曲
方
面
に
お
い
て
の
変
化
は
特
に
顕
著
で
す
。
北
宋
以
前
の
伝
統
的
な
中
国
戯
曲
は
歌
舞
戯
を
中
心
と
す
る
所
謂
「
小
論
」
で
し
た

が
、
北
宋
末
年
頃
に
な
っ
て
突
然
「
南
南
」
ま
た
は
「
戯
文
」
と
呼
ば
れ
る
「
大
戯
」
が
出
て
来
て
以
後
は
「
大
戯
」
の
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
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中
国
文
学
史
の
時
期
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
北
面
の
末
年
（
＝
二
六
）
を
分
界
と
し
て
前
の
時
代
を
「
古
代
」
、
後

ろ
の
時
代
を
「
近
代
」
と
す
る
の
が
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
「
古
代
」
を
さ
ら
に
「
古
代
」
と
「
中
世
」
に
分
か
つ
と
き
は
、

こ
の
「
近
代
」
も
「
近
世
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
そ
の
特
徴
を
強
調
す
る
た
あ
に
「
近
代
」
と
い
う
用
語
を
用
い

ま
す
。
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歴
史
学
の
上
で
宋
代
の
変
化
を
も
と
に
し
て
中
国
歴
史
の
分
期
問
題
を
新
た
に
提
出
し
た
の
は
日
本
の
内
藤
虎
次
郎
で
し
た
。
先
生
は

五
代
の
後
、
北
宋
か
ら
清
ま
で
を
「
近
世
」
と
み
た
の
で
す
。
こ
れ
は
中
国
の
歴
史
研
究
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
こ
の
後
全
世

界
で
多
く
の
学
者
達
が
様
々
な
角
度
で
宋
代
の
変
化
に
関
す
る
問
題
を
研
究
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
文
学
史
の
立
場
で
見
れ

ば
、
宋
の
変
化
は
中
唐
時
代
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
変
化
は
中
唐
か
ら
晩
唐
、
五
代
を
経
て
北
宋
に
到
っ
て
高
度
な
発
展
を
果
た

す
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詩
の
変
化
発
展
や
古
文
、
詞
、
小
説
、
民
間
演
芸
な
ど
み
な
そ
う
で
す
。
そ
の
後
南
島
に
入
っ
て
中

国
文
学
は
急
に
大
き
く
転
変
し
て
い
る
の
で
す
。
文
学
史
の
分
期
を
五
代
と
北
宋
の
間
で
区
切
る
の
は
適
当
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
中
国
の
古
典
戯
曲
は
音
楽
と
歌
と
舞
踊
で
作
品
を
演
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
戯
曲
が
北
宋
末
年
に
お
い
て
以
前
の

伝
統
的
な
も
の
と
完
全
に
異
な
っ
た
も
の
に
変
化
し
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
音
楽
と
歌
と
舞
踊
も
す
べ
て
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
北
宋
末
年
に
起
こ
っ
た
変
化
は
文
学
に
限
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
中
国
文
化
全
体
に
及
ぶ
問
題
だ
っ
た
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
歴
史
研
究
者
た
ち
の
立
代
の
変
化
問
題
に
関
す
る
論
文
の
概
要
を
集
あ
た
　
『
O
げ
き
σ
q
Φ
ぎ
G
Q
茸
σ
q

　
　
（
3
）

O
重
囲
9
』
と
い
う
書
物
を
見
て
も
、
そ
こ
に
載
せ
て
い
る
二
十
食
余
り
の
学
者
た
ち
は
伝
統
文
化
お
よ
び
経
済
、
政
治
、
思
想
等
、
様
々

な
角
度
か
ら
累
代
に
お
け
る
変
化
の
実
相
と
そ
の
意
味
を
探
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
み
な
少
な
く
と
も
帯
代
は
大
き
な
変
化
の
時
代
だ
と

見
て
い
る
の
は
確
か
な
こ
と
で
す
。

　
宋
代
は
思
想
史
上
に
お
い
て
も
大
変
な
転
変
の
時
代
で
す
。
そ
れ
は
儒
学
が
北
宋
か
ら
変
化
を
始
め
て
、
南
宋
に
お
い
て
は
完
全
に
学

問
の
方
式
と
内
容
が
異
な
る
「
新
儒
学
」
と
な
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
こ
こ
に
お
い
て
の
「
近
代
」
は
、
思
想
史
上
に
お
い
て
は
「
新

儒
学
」
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
近
代
」
の
発
展
に
は
「
新
儒
学
」
の
作
用
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

は
疑
問
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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・
南
宋
以
後
の
文
学
の
変
化
は
創
作
方
面
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
観
や
文
学
に
対
す
る
態
度
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
ま
と
あ
た
文
学
の
観
点
か
ら
、
「
近
代
」
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
か
、
ま
た
「
新
儒
学
」
は
ど
の
よ
う

な
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
探
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
一

V
儒
学
者
を
中
心
と
す
る
宋
以
後
の
文
学
観

1
　
宋
代

　
　
　
D
道
論

　
宋
代
の
新
儒
学
は
「
道
学
」
と
も
呼
び
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
の
学
問
の
中
心
が
聖
人
の
「
道
」
の
追
求
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
で
す
か

ら
そ
の
文
学
論
も
「
道
」
を
中
心
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
道
を
中
心
と
す
る
文
学
論
も
中
唐
の
墨
引
（
七
六
八
～
八
二
四
）

か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。
韓
愈
は
「
答
李
秀
才
書
」
で
、

　
　
愈
之
所
志
工
」
古
者
、
不
惟
其
辞
之
好
、
好
其
道
焉
爾
。

と
述
べ
、
ま
た
「
送
陳
秀
才
彫
序
」
で
は
、

　
　
讃
書
以
為
学
、
績
言
以
為
文
、
非
以
脊
多
調
團
靡
也
。
宿
学
所
以
聖
霊
、
文
所
以
為
安
登
。

等
と
言
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
「
文
道
合
＝
な
る
境
地
を
追
求
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
弟
子
李
漢
は
恩
師
の
文
学
観
を
「
文
者
貫
道
之
器

（
4
）

也
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
で
ま
と
あ
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
宋
代
の
初
あ
に
誰
よ
り
も
早
く
古
文
運
動
を
展
開
し
た
手
占
（
九
四
八
～
一
〇
〇
一
）
が
「
文
章
為
道
之
黒
星
。
」
（
上
王
学
彬
彬
三

品
）
と
主
張
し
え
た
の
も
韓
愈
を
継
承
し
た
も
の
で
す
。
王
禺
僻
（
九
五
四
～
一
〇
〇
一
）
も
「
答
論
理
書
」
で
「
夫
文
伝
道
而
明
心
也
、

古
聖
人
不
得
已
而
為
之
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
宋
代
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
新
儒
学
傾
向
の
現
れ
と
と
も
に
、
文
学
論
に
も
道
論
の
援
用
が
顕
著
と
な
り
ま
す
。
先
ず
石
介
（
一
〇

一
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〇
五
～
一
〇
四
五
）
は
「
与
斐
員
外
書
」
で
、

　
　
憶
、
文
之
弊
春
曇
。
…
…
文
之
本
日
壊
。
…
…
吾
當
思
得
吉
野
大
賢
人
出
、
－
－
－
道
大
僻
而
無
荒
事
、
人
由
之
直
黒
干
聖
、
不
由
曲

　
樫
小
道
、
而
依
大
路
而
行
。

と
主
張
し
、
慢
言
（
九
九
二
～
一
〇
五
七
）
は
同
じ
考
え
を
「
文
者
道
之
用
也
、
道
者
教
之
本
会
。
」
（
答
張
真
書
）
と
言
っ
て
い
ま
す
。

新
来
学
者
達
の
文
論
に
お
け
る
道
の
観
念
は
、
道
学
の
発
展
に
伴
っ
て
さ
ら
に
具
体
的
に
な
り
ま
す
。
周
敦
願
（
一
〇
一
七
～
一
〇
七

三
）
は
『
通
書
』
で
、

　
　
文
所
以
載
道
也
。
輪
韓
飾
千
人
弗
庸
、
徒
飾
也
、
心
墨
車
乎
。
文
辞
、
芸
也
；
道
徳
、
実
也
。
…
…
不
知
務
道
徳
、
而
第
以
文
辞
為

　
能
者
、
芸
焉
而
已
。

と
い
う
有
名
な
理
論
を
出
し
て
い
ま
す
。
二
程
に
至
っ
て
は
道
の
概
念
が
も
っ
と
強
く
な
り
ま
す
。
程
願
（
一
〇
三
一
二
～
＝
〇
七
）
は
、

　
　
向
謡
言
無
言
掌
文
与
詩
者
、
非
止
揖
屋
心
気
也
、
直
撃
不
調
軽
無
畜
。
聖
賢
早
言
、
不
得
已
也
。
（
『
二
程
全
書
』
巻
六
十
三
、
答
朱

　
長
文
書
）

と
言
い
、
ま
た
、

　
　
学
者
先
学
文
、
鮮
有
能
至
道
。
至
如
博
観
氾
濫
、
亦
自
為
害
。
（
『
二
程
外
書
』
巻
十
二
）

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
学
問
は
勿
論
、
文
学
の
目
的
も
道
に
至
る
に
あ
る
の
で
、
学
者
は
文
章
や
詩
を
作
る
た
め
に
精
力
を
無
駄
使
い
し

て
は
な
ら
な
い
、
学
者
が
「
道
」
の
追
求
の
前
に
文
学
の
勉
強
を
す
る
の
は
害
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
文
学
論
は
宋
代
の

古
文
家
の
古
文
論
は
勿
論
、
詩
人
や
政
治
家
た
ち
の
文
学
観
に
も
顕
著
な
影
響
を
与
え
、
道
を
中
心
と
す
る
文
学
論
は
宋
代
に
お
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

般
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
宋
の
初
期
か
ら
古
文
運
動
の
最
も
積
極
的
な
主
張
は
「
明
道
」
と
い
う
一
つ
の
言
葉
で
表
現
で
き
る
で

し
ょ
う
。
大
部
分
の
人
た
ち
が
文
学
の
目
的
は
「
明
道
」
に
あ
り
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
欧
陽
修
（
一
〇
〇
七
～
一
〇

七
二
）
も
，
答
呉
充
秀
才
書
」
で
、

　
　
聖
人
之
文
、
錐
不
可
及
、
然
大
抵
道
勝
者
、
文
不
難
而
自
至
也
。

ま
た
「
答
祖
択
之
書
」
で
は
、

「
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学
者
當
師
経
、
師
経
必
先
求
其
意
。
意
得
則
心
馳
、
心
定
則
道
純
、
道
純
則
充
於
端
者
実
、
中
充
実
則
発
為
文
者
輝
光
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。
蘇
転
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
は
「
難
文
正
公
文
集
叙
」
で
、

　
　
孔
子
日
、
有
徳
者
必
有
言
、
非
有
言
也
、
徳
之
発
工
」
口
者
也
。

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
宋
代
に
お
い
て
は
政
治
家
達
の
文
章
観
に
も
道
の
思
想
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
司
馬
光
（
一
〇
一
九
～
一
〇

八
六
）
は
「
答
孔
文
仲
司
戸
書
」
で
、

　
　
古
之
所
謂
文
者
、
乃
所
謂
礼
楽
之
文
、
升
降
進
退
之
容
、
弦
歌
難
戦
興
言
、
非
今
之
所
謂
文
也
。

王
安
石
（
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
）
も
「
与
祖
択
之
書
」
で
、

　
　
治
教
政
令
、
聖
人
之
所
謂
文
也
。
…
…
聖
人
之
干
道
也
、
法
益
得
之
、
作
為
治
教
政
令
也
。

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　
南
宋
に
お
い
て
は
新
儒
学
者
の
文
学
論
が
主
流
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
胡
鐙
（
＝
〇
二
～
＝
八
○
）
が
そ
の
「
答
謳
思
順
」
で
、

　
　
有
徳
者
必
有
言
、
亦
必
至
之
理
也
。
…
…
徳
盛
則
其
言
色
旨
必
遠
、
理
由
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。
道
論
を
援
用
し
た
文
学
論
も
朱
煮
（
＝
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
が
中
心
だ
と
言
え
ま
す
。
朱
烹
は
二
程
先
生
の
文
学

観
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
ま
す
。
彼
は
、

　
　
道
者
文
之
根
本
、
文
者
道
之
枝
葉
。
惟
其
根
本
乎
道
、
所
以
発
之
於
文
學
道
也
。
（
『
朱
子
語
類
』
巻
一
三
九
「
論
文
上
」
）

と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
周
敦
願
の
「
文
以
載
道
」
の
理
論
を
次
の
よ
う
に
も
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
　
文
所
以
載
道
猶
車
所
以
腫
物
、
故
軽
車
者
必
飾
其
輪
韓
、
雪
曇
者
必
善
忌
詞
説
、
皆
欲
人
之
愛
而
用
之
。
然
単
車
規
摸
人
不
用
、
則

猶
為
虚
飾
、
而
無
益
於
実
。
況
不
載
物
理
車
、
不
夏
道
平
文
、
錐
美
其
飾
、
亦
何
為
乎
。
（
『
念
書
解
』
）

そ
し
て
さ
ら
に
「
文
者
貫
道
之
器
」
と
言
っ
た
李
漢
の
表
現
に
対
し
て
も
批
評
を
下
し
て
い
ま
す
。

　
　
才
卿
問
韓
文
身
漢
冒
頭
一
句
甚
好
。
日
、
公
道
好
、
某
屋
来
有
病
。
送
呈
、
文
者
貫
道
山
月
、
世
尊
如
六
経
是
文
、
其
中
所
道
導
是

　
這
道
理
、
如
何
有
病
。
日
、
不
然
、
這
文
桑
畑
従
道
中
流
出
、
豊
有
文
反
能
貫
道
之
理
。
文
全
文
、
導
波
道
、
文
理
如
吃
飯
時
下
飯
耳
。

　
若
以
文
貫
道
、
却
是
把
本
為
末
、
以
末
為
本
。
可
乎
。
（
『
朱
子
菌
類
』
巻
一
三
九
「
論
文
上
」
）

｝
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こ
れ
ほ
ど
朱
子
は
道
に
対
し
て
徹
底
的
な
態
度
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
廻
転
が
「
吾
所
為
文
必
儒
道
倶
」
と
言
っ
た
言
葉
に
ま
で

も
反
論
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
則
是
文
自
文
而
道
自
道
、
待
作
文
時
、
旋
去
討
当
道
来
、
入
墨
裏
面
、
此
是
他
大
病
処
。

　
『
文
章
正
宗
』
を
編
纂
し
た
真
徳
秀
（
一
一
七
八
～
一
二
一
二
五
）
の
意
見
も
南
宋
新
儒
学
者
達
の
文
学
観
を
よ
く
代
表
し
て
い
ま
す
。

彼
は
『
文
章
正
宗
』
の
序
文
で
次
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
夫
士
之
干
学
、
所
以
窮
理
而
致
用
也
、
文
錐
学
之
一
事
、
杏
葉
寺
外
乎
此
。
故
今
所
輯
以
明
義
量
切
実
用
為
主
。

そ
の
他
所
謂
「
心
学
」
を
主
張
し
た
陸
九
淵
（
一
一
三
九
～
＝
九
二
）
も
「
与
曽
敬
之
」
で
、

　
　
読
書
作
文
亦
是
吾
人
事
、
但
読
書
本
不
為
作
文
、
作
文
其
末
也
。

と
言
い
、
ま
た
「
与
呉
子
嗣
之
四
」
で
は
、

　
　
有
徳
者
必
有
言
；
誠
有
其
実
、
必
有
其
文
。
実
者
本
也
、
文
愚
書
也
。

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
南
宋
に
な
っ
て
か
ら
は
文
学
論
に
「
道
論
」
が
さ
ら
に
徹
底
化
し
て
、
文
学
は
か
え
っ
て
度
外
視
さ
れ
た
と
言
え

ま
す
。

　
　
　
の
気
論

　
新
儒
学
の
始
発
点
と
な
っ
た
下
記
は
文
学
に
道
論
だ
け
で
は
な
く
「
愚
論
」
も
援
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
宋
代
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
韓
愈
は
「
答
李
栩
書
」
で
、

　
　
気
、
水
干
。
言
、
垂
物
也
。
水
大
景
物
之
浮
魚
大
小
畢
浮
。
気
之
与
言
、
猶
是
也
。
気
蒸
熱
言
之
長
短
、
与
声
之
高
下
者
半
切
。

と
言
い
、
ま
た
「
送
三
三
上
人
序
」
で
は
、

　
　
萄
可
以
寓
其
巧
智
、
使
機
応
干
心
、
不
覚
干
気
、
悪
神
完
而
歯
固
；
錐
外
物
至
、
不
吉
於
心
。

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
中
国
文
学
史
上
、
文
論
に
お
け
る
「
気
論
」
は
曹
　
（
一
八
七
～
二
二
六
）
の
「
典
論
」
「
論
文
」
で
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
評
言
以
後
、
新
儒
家
と
古
文
家
た
ち
に
お
い
て
こ
れ
が
流
行
す
る
の
は
珍
奇
の
影
響
だ
と
言
え
ま
す
。
欧
陽
修
は
「
水

一
5
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谷
夜
行
寄
子
亜
聖
愈
詩
」
と
題
す
る
論
詩
詩
で
、
「
気
」
を
引
用
し
て
蘇
舜
欽
の
詩
作
傾
向
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
　
　
、

　
　
子
美
気
尤
雄
、
萬
籔
三
一
憶
。

蘇
轍
（
一
〇
三
九
～
＝
一
二
）
は
「
上
枢
密
韓
太
講
書
」
で
本
格
的
に
曹
植
の
講
論
を
援
用
し
て
古
文
論
を
展
開
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
　
轍
生
母
為
文
、
思
之
至
深
、
似
譲
文
者
、
気
場
所
形
。
半
文
不
可
以
学
而
能
、
気
可
以
養
毒
念
。
…
…
其
毒
念
乎
其
中
、
而
溢
乎
其

　
貌
、
動
乎
基
言
、
而
見
回
其
文
而
不
自
知
也
。

有
名
な
「
江
西
詩
社
宗
派
図
」
を
書
い
た
呂
本
中
（
一
＝
九
前
後
）
も
「
与
曽
吉
甫
論
詩
第
二
帖
」
で
、

　
　
欲
波
浪
之
闊
、
先
回
干
規
模
令
大
、
酒
養
志
気
而
後
学
。
・
…
－
退
之
云
；
気
、
水
雷
、
言
、
謡
物
也
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。
黄
裳
（
一
〇
四
三
～
＝
二
九
）
は
「
上
黄
学
士
書
」
で
、

　
　
論
文
章
者
、
謂
気
之
所
寓
、
此
固
是
也
、
而
気
書
所
以
寓
乎
文
章
未
有
能
言
者
。

ま
た
劉
倉
（
一
〇
四
六
～
一
一
〇
二
）
は
「
上
運
判
王
司
封
書
」
で
、

　
　
気
之
不
可
不
侍
也
如
此
。
然
又
爆
管
乎
馴
者
、
其
文
章
與
！
其
書
写
者
其
辞
渾
、
其
気
働
者
局
量
卑
。

と
述
べ
、
毛
湧
（
一
〇
五
五
？
～
一
一
二
〇
？
）
も
「
上
時
相
書
」
で
、

　
　
某
聞
仁
義
之
塗
、
詩
書
之
府
、
有
気
也
。

と
論
じ
て
い
ま
す
。

　
南
宋
で
は
気
論
が
さ
ら
に
流
行
し
ま
す
。
李
綱
（
一
〇
八
三
～
＝
四
〇
）
は
「
道
卿
郵
公
文
集
序
」
で
、

　
　
文
章
以
気
為
主
、
如
山
川
之
有
咽
雲
。

と
言
い
、
ま
た
陳
善
（
＝
四
七
前
後
）
は
『
椚
轟
新
話
』
で
、

　
　
文
章
以
気
韻
三
主
、
気
韻
不
足
、
錐
有
詞
藻
、
要
非
佳
作
也
。

と
言
い
、
陸
游
（
一
一
二
五
～
一
二
一
〇
）
も
「
桐
江
行
」
で
、

　
　
文
章
當
以
気
為
主
、
無
怪
今
人
不
如
古
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。
　
真
徳
秀
は
「
日
湖
文
集
序
」
で
、

一5
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是
故
致
飾
語
言
不
若
養
其
気
、
妙
工
筆
札
不
若
励
王
学
。
気
完
而
学
粋
、
…
…
況
其
外
之
文
士
。
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と
論
じ
て
い
ま
す
。
真
徳
秀
が
「
道
」
に
相
当
す
る
「
義
理
」
と
言
う
用
語
を
用
い
て
文
論
を
進
あ
て
い
る
の
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
彼

等
は
「
理
」
に
対
す
る
「
気
」
を
考
え
た
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
解
毒
翁
（
二
七
八
～
一
二
一
二
七
）
も
「
攻
娩
楼
宣
撫
公
文
集
」
で

　
　
辞
根
子
気
、
気
命
干
志
、
志
立
干
学
。
気
無
罫
引
、
志
之
至
大
、
学
之
読
手
、
則
辞
急
斜
易
正
邪
従
之
。

と
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
の
後
、
気
論
は
文
学
論
に
お
い
て
重
要
な
一
つ
の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
3
一
以
禅
論
詩

　
世
運
の
厳
暑
（
一
二
〇
〇
前
後
）
が
書
い
た
『
槍
浪
詩
話
』
は
宋
詩
に
対
し
て
批
評
的
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
有
名
な
「
以
書
論

詩
」
の
理
論
は
新
儒
学
的
思
考
の
影
響
だ
と
い
え
ま
す
。
こ
こ
で
「
以
禅
雪
気
」
を
論
ず
る
の
は
後
で
簡
単
に
紹
介
す
る
明
清
代
の
文
学

論
も
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
文
学
そ
の
も
の
と
は
直
接
関
係
の
な
い
新
儒
学
の
観
念
論
的
思
考
か
ら
出
た
理
論
だ
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ょ
う
と
す
る
意
図
か
ら
で
す
。
郭
紹
虞
が
『
中
国
文
学
批
評
史
』
（
一
九
五
五
・
新
文
芸
出
版
社
）
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
厳
羽

以
前
に
も
多
く
の
古
文
家
や
新
儒
家
に
属
す
る
人
た
ち
が
「
禅
」
を
援
用
し
て
詩
を
論
じ
て
い
ま
す
。
論
語
虞
は
奪
合
を
用
い
て
文
学
を
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論
じ
た
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
人
た
ち
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
李
三
儀
（
一
〇
七
三
前
後
）
「
贈
祥
英
上
人
」
得
句
如
得
禅
、
擦
筆
如
牢
記
。

　
曽
幾
（
一
〇
八
四
～
＝
六
六
）
「
読
呂
居
仁
旧
詩
有
懐
」
学
詩
如
参
禅
、

　
葛
天
民
（
？
）
「
寄
楊
誠
斎
」
参
禅
学
詩
無
両
法
、

　
趙
蕃
（
＝
四
三
～
一
二
二
九
）
「
和
呉
可
学
詩
詩
」
学
詩
渾
理
学
参
禅
、

　
戴
復
古
（
＝
六
七
～
一
二
五
〇
？
）
「
論
詩
十
絶
」
欲
参
詩
律
似
参
禅
、

以
上
の
他
に
も
楊
夢
信
等
さ
ら
に
令
名
の
例
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
猶
韓
駒
（
一
〇
八
六
？
～
＝
六
五
）
と
呉
可
（
＝
二
六
前
後
）
は

蘇
戟
系
統
と
い
え
る
文
人
で
す
が
、
韓
は
「
贈
趙
伯
魚
詩
」
で
、

　
　
学
詩
當
如
初
学
禅
、
未
悟
且
遍
参
諸
方
。
一
朝
悉
皆
正
法
眼
、
信
手
拮
出
品
成
章
。

一
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と
詠
じ
て
お
り
、
呉
は
「
学
詩
詩
」
で
、

　
　
学
詩
渾
似
学
参
禅
、

と
詠
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
彼
と
同
時
代
の
襲
相
は
彼
の
詩
に
和
し
た
「
共
晶
詩
」
で
、

　
　
学
詩
渾
似
学
参
禅
、
悟
了
才
知
歳
是
年
。

と
詠
じ
て
い
ま
す
。
呂
本
中
が
『
童
蒙
訓
』
で
語
っ
て
い
る
「
悟
入
」
と
い
う
の
も
禅
論
で
す
。
彼
は
、

　
　
作
文
必
要
悟
入
処
、
悟
入
必
自
工
夫
来
。

と
述
べ
、
ま
た
「
与
曽
吉
甫
論
詩
第
一
帖
」
で
、

　
　
要
之
此
事
須
令
有
所
悟
入
、
則
自
然
度
越
諸
子
。
悟
入
事
理
、
半
在
工
夫
勤
惰
空
耳
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。
南
宋
に
入
っ
て
特
に
「
以
禅
論
争
」
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
文
学
論
が
新
儒
学
の
影
響
で
も
っ
と
も
観
念
論
的
な

方
向
に
発
展
し
て
い
っ
た
た
あ
だ
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
2
　
元
代

　
野
阜
以
後
も
こ
の
よ
う
な
文
学
論
が
主
流
を
な
し
ま
す
。
元
代
は
特
に
朱
子
学
が
国
学
の
待
遇
を
受
け
て
い
た
時
代
で
す
か
ら
、
文
学

論
に
お
い
て
も
朱
子
学
的
傾
向
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
例
え
ば
部
経
（
一
二
二
三
～
一
二
七
五
）
は
「
原
古
録
序
」
で
、

　
　
道
非
文
不
著
、
文
非
道
不
生
。
自
有
天
地
、
即
有
斯
文
。

と
言
い
、
呂
浦
（
＝
二
〇
五
前
後
）
は
「
與
郭
陶
夫
書
」
で
、

　
　
且
文
者
貫
道
之
器
也
。
凡
作
文
必
以
理
為
主
、
而
以
辞
発
之
。

と
言
い
、
ま
た
戴
良
（
＝
二
一
七
～
一
三
八
三
）
は
「
密
庵
文
集
序
」
で
、

　
　
文
主
於
気
、
而
気
三
所
充
、
非
本
於
学
不
可
也
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
元
代
文
学
論
の
一
般
的
な
考
え
だ
っ
た
の
で
、
他
の
人
々
の
議
論
を
さ
ら
に
見
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
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3
　
明
代

　
明
代
に
な
っ
て
も
初
期
は
朱
子
学
が
盛
ん
で
し
た
か
ら
、
文
学
論
は
宋
元
の
傾
向
に
比
べ
て
あ
ま
り
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
初
の
宋
演
（
＝
一
＝
○
～
＝
二
八
一
）
は
「
文
原
」
で
、

　
　
世
之
論
文
者
有
二
、
日
早
道
、
日
紀
事
。
紀
事
之
自
署
本
志
司
馬
遷
・
班
固
、
重
器
道
之
語
呂
六
籍
、
吾
将
宮
古
。
錐
然
六
籍
者
、

本
与
根
也
、
遷
・
固
者
、
枝
与
葉
也
。

と
述
べ
、
ま
た
、

　
　
為
文
必
在
覇
気
。
気
与
天
地
同
、
…
…
席
替
貯
溜
、
無
所
不
周
、
無
所
不
極
也
。
覧
而
為
文
、
無
所
不
参
、
無
所
不
包
也
。

等
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
劉
基
（
＝
二
＝
～
＝
二
七
五
）
も
「
蘇
平
仲
文
集
序
」
で
、

　
　
文
以
理
為
主
、
而
以
気
櫨
之
。
理
不
明
為
虚
文
、
気
不
足
則
理
無
所
駕
。

と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
方
孝
儒
（
＝
二
五
七
～
一
四
〇
二
）
も
「
與
鄭
脱
会
」
で
、

　
　
古
人
之
為
学
、
明
其
道
而
已
、
不
得
已
而
後
喜
言
、
…
…
道
充
黒
身
、
行
被
重
言
、
言
而
墨
跡
、
故
仮
文
以
発
明
。
…
…
夫
道
者
根

’
也
、
文
三
枝
也
。

と
述
べ
て
い
ま
す
。
李
東
陽
（
一
四
四
七
～
一
五
一
六
）
も
「
黎
文
僖
金
集
序
」
で
、

　
　
蓋
文
章
之
与
事
業
、
大
抵
皆
気
之
所
為
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
明
代
の
文
学
論
に
お
い
て
の
「
道
論
」
や
「
気
論
」
は
前
後
七
子
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
心
像
的
、
観
念
的
理
論
が
加
え
ら
れ
て

も
っ
と
発
展
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
前
七
子
を
代
表
す
る
李
夢
陽
（
一
四
七
二
～
一
五
二
九
）
は
「
書
生
詩
序
」
で
、

　
　
夫
詩
発
之
情
乎
？
声
気
其
区
乎
？
…
…
至
論
四
声
也
、
則
剛
柔
異
論
抑
揚
殊
、
何
也
？
気
使
之
也
。

と
述
べ
、
ま
た
「
贈
劉
大
夫
序
」
で
は
、

　
　
非
古
弗
則
、
非
聖
弗
尊
、
非
経
弗
由
。

と
い
い
、
何
景
明
（
一
四
八
三
～
一
五
二
一
）
は
「
曖
台
類
稿
序
」
で
、

一
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文
者
道
之
英
華
也
。
得
於
道
者
精
且
深
、
則
発
於
文
者
宏
以
博
。

と
言
い
、
ま
た
「
桂
坊
稿
序
」
で
も
、

　
　
文
者
、
道
之
英
華
也
。
得
於
道
者
深
、
則
其
発
露
文
也
宏
以
謄
。
得
於
道
者
粋
、
則
品
別
於
文
也
貞
以
醇
、
…
…
道
其
根
本
、
而
文

　
其
華
葉
也
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。
後
七
子
の
李
墓
龍
（
一
五
一
四
～
一
五
七
〇
）
は
「
與
徐
千
丁
」
で
、

　
　
気
欲
実
也
、
精
思
非
気
所
為
乎
。
此
固
元
美
養
気
之
学
、
而
以
望
諸
子
與
。

と
言
い
、
謝
榛
（
一
四
九
五
～
一
五
七
五
）
は
「
四
漠
詩
話
」
一
で
、

　
　
体
貴
正
大
、
志
貴
高
遠
、
気
貴
雄
渾
、
韻
貴
佳
編
永
。
戯
者
之
本
、
非
養
無
即
発
其
真
、
非
悟
無
以
入
津
妙
。

と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
王
世
貞
（
一
五
二
六
～
一
五
九
〇
）
は
「
南
豊
先
生
集
書
」
で
、

　
　
自
六
経
之
教
衰
、
而
諸
侯
大
夫
処
士
之
作
者
、
・
…
－
詩
道
漸
遠
、
於
事
近
。
王
氏
臼
蓋
…
・
－
於
道
導
遠
、
於
半
舷
。
又
浸
而
老
氏
…

　
…
、
三
道
於
事
於
情
倶
益
遠
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
王
世
貞
が
「
芸
苑
后
言
」
一
に
お
い
て
、
何
景
明
が
「
與
空
同
書
」
で
論
じ
た
「
意
象
論
」
を
援
用
し
て

「
法
賢
者
必
窮
親
藩
自
運
、
法
離
者
必
擬
神
号
併
帰
。
合
而
離
、
離
而
合
、
有
害
存
焉
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
観
念
的
理
論
の
展
開

が
発
達
し
た
の
が
明
代
文
学
論
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
明
代
に
も
文
論
に
「
禅
」
を
援
用
し
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。
胡
応
麟
（
一
五
五
一
～
一
六
〇
二
）
は
「
詩
藪
」
内
編
二
で
、

　
　
厳
氏
以
禅
喩
詩
、
旨
哉
。
禅
則
一
悟
之
後
、
萬
法
皆
空
、
…
…
守
則
一
悟
之
後
、
界
磁
冥
会
。

等
々
と
言
っ
て
い
ま
す
。
屠
隆
（
一
五
四
二
～
一
六
〇
五
）
も
そ
の
「
鴻
苞
」
十
七
で
、
．

　
　
三
百
篇
是
如
来
祖
師
、
十
九
首
是
大
乗
菩
薩
。

と
文
学
論
に
仏
教
の
理
論
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　
　
詩
道
有
法
、
昔
人
貴
在
妙
悟
。
…
…
如
禅
門
之
作
三
観
、
如
玄
門
之
煉
九
還
。

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
明
代
は
文
学
論
が
非
常
に
発
達
し
た
時
代
で
し
た
が
、
宋
代
の
「
道
論
」
や
「
気
論
」
「
以
紫
茸
詩
」
等
を
本
に
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す
る
新
儒
学
的
傾
向
か
ら
離
れ
た
の
で
は
な
い
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
4
　
清
代

遷
代
に
な
っ
て
か
ら
は
新
儒
学
の
時
代
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
儒
教
に
お
け
る
朱
子
の
影
響
は
依
然
と
し
て
顕
著
で
あ
り
ま
す
。
銭
穆

は
『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
』
（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
）
の
序
文
で
、
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
到
る
時
期
の
思
想
が
田
代

の
新
儒
教
に
淵
源
し
て
い
る
こ
と
に
読
者
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
ま
す
。
毎
冬
の
思
想
も
朱
子
を
除
い
て
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

清
代
は
以
前
の
伝
統
文
学
を
理
論
的
に
総
括
し
て
い
ま
す
が
、
新
儒
学
と
共
に
発
展
し
て
き
た
文
学
論
は
そ
の
中
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
で
す
。
清
初
の
顧
炎
武
（
一
六
一
三
～
一
六
八
二
）
は
『
帰
心
録
』
巻
十
九
で
、

　
　
文
之
不
可
絶
於
天
地
間
者
、
日
明
道
也
、
紀
政
事
也
。

等
と
言
い
、
黄
宗
義
（
一
六
一
〇
～
一
六
九
五
）
は
『
南
雷
文
約
』
一
巻
一
の
「
悪
果
堂
先
生
墓
志
銘
」
で
、

　
　
文
之
美
悪
、
視
道
合
離
、
文
以
載
道
、
猶
為
二
之
。

等
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
子
代
で
は
以
前
の
伝
統
文
学
を
理
論
的
に
総
整
理
し
た
た
あ
に
様
々
な
文
学
論
が
出
て
体
系
化
さ
れ
ま
し
た
。
有
名
な
王
士
禎
（
一
六

三
四
～
一
七
＝
）
の
「
神
韻
説
」
、
翁
飯
綱
（
一
七
三
三
～
一
八
一
八
）
の
「
肌
理
説
」
、
綱
玉
（
一
七
一
六
～
一
七
九
七
）
の
「
性
霊

説
」
、
桐
城
派
の
「
古
文
義
法
」
な
ど
が
そ
れ
で
す
。
し
か
し
こ
れ
も
み
な
新
儒
学
を
も
と
に
し
て
発
展
し
た
観
念
的
思
惟
の
産
物
だ
と

い
え
ま
す
。
前
に
引
用
し
た
聞
一
多
が
「
文
学
的
歴
史
動
向
」
で
「
明
清
聖
代
に
あ
っ
た
詩
に
関
す
る
そ
の
様
な
沢
山
な
運
動
と
争
論
は

皆
が
無
味
な
も
が
き
で
あ
っ
た
。
一
度
の
も
が
き
が
失
敗
す
る
度
に
何
時
も
其
の
も
が
き
が
徒
労
で
無
益
だ
と
云
う
事
を
繰
り
替
え
で
実

証
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
」
と
語
っ
た
言
葉
で
明
清
の
文
学
論
を
結
び
ま
す
。

一
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本
来
韓
愈
に
お
い
て
道
論
を
根
拠
と
す
る
文
学
観
は
「
文
道
合
＝
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
幾
代
に
入
っ
て
か
ら
は
文

学
に
お
い
て
も
「
道
ビ
を
重
視
す
る
傾
向
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
、
「
文
」
の
方
を
軽
視
す
る
よ
う
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
祖
無
題

（
一

Z
〇
六
～
一
〇
八
五
）
は
「
河
南
穆
公
損
益
」
で
「
積
於
中
者
之
華
道
、
発
於
外
出
国
露
文
、
有
道
有
文
」
と
、
薬
裏
（
一
〇
一
二

～
一
〇
六
七
）
は
「
答
謝
景
山
書
」
で
「
其
謂
由
道
而
学
文
、
道
至
焉
、
文
亦
至
高
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
「
道
」
だ
け
あ

れ
ば
「
文
」
は
自
然
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
程
噸
は
「
電
工
長
文
書
」
で
、

　
　
向
之
云
無
多
為
文
与
詩
者
、
…
…
反
害
工
」
道
必
　
。

と
言
い
、
ま
た
『
二
程
遺
書
』
（
巻
一
九
、
劉
元
承
手
編
）
に
は
、

　
　
問
、
作
文
善
道
否
。
日
、
害
也
。
凡
為
文
不
専
意
則
賞
美
、
若
専
意
則
志
局
干
此
、
当
為
埋
骨
天
地
同
一
大
也
Q
書
云
、
玩
物
喪
志
。

　
為
文
亦
玩
物
也
。
…
…
今
為
文
者
専
務
章
句
、
悦
入
耳
目
、
既
務
悦
人
、
非
俳
優
何
。

と
い
う
対
話
が
み
え
ま
す
。
学
者
ま
た
は
知
識
人
に
お
い
て
文
学
を
す
る
こ
と
は
「
道
」
の
追
求
、
即
ち
正
し
い
学
問
を
す
る
に
お
い
て

害
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
文
学
を
つ
ま
ら
な
い
玩
物
と
同
様
な
行
為
と
ま
で
み
て
い
た
の
で
す
。

　
南
宋
に
な
っ
て
胡
鐙
（
＝
〇
二
～
一
一
八
○
）
も
「
覇
陵
文
集
序
」
で
、

　
　
凡
文
皆
生
於
不
得
已
。
…
…
是
伝
道
者
以
人
、
不
懇
書
也
。
…
…
道
連
得
於
心
、
書
錐
不
作
可
也
、
文
言
有
哉
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。
朱
烹
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
も
っ
と
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
彼
は
「
文
」
と
い
う
も
の
は
「
道
」
を
載
せ

た
後
で
価
値
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
「
道
」
の
な
い
「
文
」
は
何
ら
の
意
味
も
な
い
物
だ
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

「
讃
唐
志
」
で
は
、

　
　
有
是
実
於
中
、
則
必
有
是
文
於
外
。
不
必
託
於
言
語
、
著
於
簡
冊
、
而
後
謂
之
文
。

と
言
い
、
ま
た
、

　
　
這
文
皆
是
従
道
中
流
出
、
豊
有
文
反
上
貫
道
之
理
？
文
法
文
、
道
是
道
、
文
ロ
ハ
如
吃
飯
時
下
飯
耳
。

と
も
言
っ
て
い
ま
す
（
画
引
）
。
文
学
は
実
際
「
小
技
」
に
他
な
ら
な
い
も
の
で
、
勉
強
に
は
妨
害
に
な
る
ば
か
り
だ
と
み
て
い
る
の
で

す
。
こ
れ
を
積
極
的
に
言
え
ば
文
学
の
否
定
と
も
言
え
ま
す
。
宋
代
以
降
、
古
文
家
と
新
儒
学
者
の
間
に
流
行
し
た
「
道
論
」
は
、
人
に
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よ
っ
て
程
度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
意
図
的
で
は
な
く
と
も
文
学
否
定
の
傾
向
を
持
っ
て
い
ま
す
。
「
文
道
合
一
」
の
考
え
を

も
っ
て
い
る
人
で
も
、
「
道
」
な
し
に
良
い
文
学
は
創
作
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
結
局
文
学
を
否
定
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
少
な
く

と
も
欧
陽
修
が
言
っ
た
よ
う
に
「
道
勝
文
不
公
言
自
至
」
で
す
か
ら
「
文
」
の
方
は
顧
み
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
道
学
者
は
「
道
」
と

天
理
を
実
現
さ
せ
、
個
人
的
に
は
聖
人
に
な
ろ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
実
は
ど
ん
な
偉
い
人
が
一
生
そ
の
修
養
に
精
力
を
全
部
注
い
だ
と

し
て
も
目
的
は
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
「
文
」
を
顧
み
る
暇
が
な
い
の
は
当
然
で
す
。

　
明
代
に
な
っ
て
方
孝
儒
（
一
三
五
七
～
一
四
〇
二
）
が
「
與
鄭
叔
度
」
で
、

　
　
故
有
道
者
之
文
、
不
加
斧
墾
而
自
成
。

と
言
っ
た
の
も
文
学
否
定
と
言
え
ま
す
。
朱
書
の
道
学
よ
り
も
王
守
仁
（
一
四
七
二
～
一
五
二
八
）
の
「
心
学
」
に
お
い
て
は
読
書
否
定

の
傾
向
、
即
ち
文
字
を
通
じ
て
の
学
問
は
や
ら
な
く
て
も
良
い
よ
う
な
傾
向
が
さ
ら
に
顕
著
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
学
否
定
も
も
っ

と
分
明
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
陽
明
学
の
左
派
に
属
す
る
明
の
自
賛
（
一
五
二
七
～
一
六
〇
二
）
は
「
童
心
説
」
と
い
う
文
章
の
中
で

次
の
様
に
主
張
し
て
い
ま
す
。

　
　
夫
既
以
聞
見
道
理
千
里
　
、
則
不
言
者
皆
聞
見
習
理
之
言
、
非
童
心
自
出
之
言
也
。
言
錐
工
、
干
甲
立
与
。
豊
非
以
仮
人
言
仮
言
、

　
而
事
常
事
、
呼
続
文
乎
。
…
…
天
下
之
至
文
、
未
有
不
出
工
」
童
心
書
留
。
萄
童
心
常
存
、
則
道
理
不
行
、
聞
見
不
立
、
無
時
不
文
、
無

　
人
不
文
、
無
一
様
創
制
体
格
文
字
而
非
文
者
。

即
ち
「
童
心
」
だ
け
あ
れ
ば
良
い
文
学
作
品
は
自
然
に
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
結
局
は
文
学
否
定
と
な
る
の
で
す
。

　
「
言
論
」
や
「
禅
論
」
も
そ
の
理
論
の
曖
昧
さ
か
ら
、
実
は
文
学
そ
の
も
の
の
正
し
い
意
味
に
近
づ
く
の
を
難
し
い
方
向
に
導
き
ま
し

た
。
「
気
論
」
で
は
気
を
養
う
こ
と
が
、
「
禅
論
」
で
は
座
禅
を
通
じ
て
の
修
養
が
文
学
よ
り
も
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、

結
果
は
文
学
否
定
と
な
り
ま
す
。
ま
た
直
接
に
は
「
愚
論
」
や
「
無
論
」
を
用
い
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
た
人
た
ち
の
文
学

論
に
は
大
体
み
な
曖
昧
な
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
有
名
な
評
言
（
＝
二
五
～
一
二
一
〇
）
が
そ
の
「
示
子
吉
」
詩

で
、　

　
我
初
学
詩
日
、
但
欲
工
藻
絵
。
　
中
年
始
少
悟
、
漸
若
窺
弘
大
。
…
…
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汝
果
欲
学
詩
、
工
夫
在
詩
外
。

と
、
ま
た
「
夜
吟
詩
」
で
は
、

　
　
六
十
余
年
妄
学
詩
、
功
夫
深
処
独
心
知
。
夜
来
一
笑
寒
灯
下
、
始
是
金
丹
換
骨
壷
。

と
曖
昧
な
詩
創
作
論
を
詠
じ
て
い
る
の
も
そ
の
影
響
と
み
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
曖
昧
さ
も
文
学
そ
の
も
の
の
正
し
い
意
味
に
近

づ
く
の
を
妨
げ
た
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
を
否
定
す
る
傾
向
ま
で
も
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
後
に
発
展
す
る
「
霊
性
」
や
「
性
霊
」
の
よ

う
な
文
学
に
お
け
る
概
念
も
実
際
は
文
学
と
相
当
な
距
離
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
湯
世
祖
（
一
五
五
〇
～
一
六
一
七
）
は
「
張
元

長
嘘
雲
軒
文
字
序
」
で
、

　
　
観
物
之
動
者
、
自
龍
至
極
微
、
莫
不
有
体
。
文
之
大
小
類
是
、
独
有
霊
性
者
、
自
為
龍
耳
。

と
い
い
、
衰
宏
道
（
一
五
六
八
～
一
六
一
〇
）
は
「
叙
小
修
詩
」
で
、

　
　
・
…
－
足
跡
所
説
、
即
諾
天
下
、
而
詩
文
官
道
之
以
日
進
。
大
都
黙
拝
性
霊
、
不
拘
格
套
、
非
従
自
己
胸
臆
流
出
不
肯
下
筆
。
有
時
情

　
与
境
会
、
頃
刻
壬
言
、
如
水
東
注
、
令
人
奪
睨
。

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
が
言
う
「
霊
性
」
や
「
性
霊
」
が
ど
ん
な
意
味
か
は
正
確
に
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
す
。

　
「
道
論
」
は
勿
論
「
気
論
」
や
「
禅
論
」
毒
す
べ
て
文
学
創
作
に
お
い
て
は
学
問
や
文
章
を
作
る
た
あ
の
努
力
は
不
必
要
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
正
し
い
「
道
」
の
追
求
だ
け
よ
く
す
れ
ば
文
学
は
自
然
よ
い
も
の
が
で
き
あ
が
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
か
ら
で
す
。
ま

た
「
気
」
も
「
禅
」
も
正
し
い
身
な
り
と
心
持
ち
で
そ
れ
を
養
う
か
修
あ
れ
ば
良
い
の
で
あ
っ
て
、
別
に
文
学
創
作
の
た
あ
に
勉
強
を
す

る
と
か
努
力
を
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
新
儒
学
的
傾
向
を
持
つ
思
想
に
お
い
て
は
、
文
学
だ
け
で
は
な
く
美

術
・
音
楽
等
は
も
ち
ろ
ん
、
常
識
的
な
人
た
ち
の
日
常
生
活
と
関
係
の
あ
る
行
為
ま
で
も
軽
く
見
る
よ
う
に
な
る
の
は
必
至
と
言
え
ま
す
。

岡
田
武
彦
先
生
は
『
中
国
思
想
に
お
け
る
理
想
と
現
実
』
（
一
九
八
三
，
本
耳
社
）
の
「
朱
子
と
智
蔵
」
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
ま
す
。

　
　
（
朱
子
学
は
）
…
…
結
局
聖
人
志
向
を
も
つ
て
学
問
の
目
的
で
あ
る
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
文
芸
界
に
お
い

　
て
も
ま
た
変
化
を
生
じ
た
。
物
は
存
在
す
る
が
故
に
価
値
が
あ
る
と
す
る
従
来
の
考
え
方
が
反
省
さ
れ
批
評
さ
れ
て
、
存
在
を
存
在
た

　
ら
し
め
る
根
原
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
　
始
め
て
物
は
そ
の
存
在
の
価
値
を
有
す
る
に
到
る
と
考
え
ら
れ
、
感
性
的
、
外
面
的
な
も
の
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へ
の
志
向
が
退
げ
ら
れ
て
、
精
神
的
、
内
面
的
な
も
の
が
追
求
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
文
学
者
は
古
文
復
帰
を
旨
と
し
、

　
陶
芸
家
は
非
色
彩
的
な
無
文
の
陶
磁
器
を
作
り
、
画
家
は
感
覚
的
と
三
口
う
よ
り
精
神
的
絵
画
と
も
い
う
べ
き
水
墨
画
を
画
く
よ
う
に
な

　
り
、
表
現
の
露
呈
や
過
剰
が
忌
講
せ
ち
れ
て
、
そ
の
抑
制
と
簡
約
が
旨
と
せ
ら
れ
、
「
古
意
長
き
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
新
儒
学
を
高
く
評
価
し
て
の
議
論
で
す
が
、
精
神
的
、
内
面
的
な
も
の
の
追
求
に
傾
い
て
感
性
的
、
，
外
面
的
な
も
の
は
軽
視
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
結
局
人
々
の
日
常
生
活
と
関
係
の
深
い
文
化
を
軽
く
見
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
古
文
に
復
帰
し
、
無
文
の

陶
磁
器
を
作
り
、
精
神
的
な
水
墨
画
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
表
現
が
抑
制
さ
れ
簡
約
さ
れ
だ
と
い
う
の
は
芸
術
の
高
踏
化
と
も
言
え
ま
す

が
、
一
方
に
お
い
て
は
芸
術
の
否
定
と
の
繋
が
り
で
そ
う
な
っ
た
の
だ
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
新
儒
学
は
文
学
の
否
定
に

と
ど
ま
ら
ず
文
化
ま
で
も
否
定
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

四
　
結

論

　
文
学
の
観
点
か
ら
見
た
以
上
の
よ
う
な
「
近
代
」
は
、
伝
統
文
学
創
作
の
退
潮
ま
た
は
停
滞
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
も
っ
と

強
く
表
現
す
れ
ば
、
伝
統
文
学
を
退
潮
さ
せ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
学
の
否
定
、
文
化
の
否
定
傾
向
ま
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
時
期
で
あ

り
ま
す
。
結
局
こ
れ
は
自
己
文
化
の
軽
視
か
ら
そ
の
逸
失
ま
で
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
「
近
代
」
に
お
い
て
知
識
人
た
ち
が
文
学
創
作
の
た
あ
に
勉
強
を
す
る
と
か
芸
術
の
精
錬
に
努
力
す
る
な
ど
の
行
為
を
拒
否
し
た
た
め

に
、
勉
強
や
精
錬
の
必
要
が
な
い
通
俗
的
な
庶
民
た
ち
の
文
学
や
芸
術
は
自
由
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
あ
、
詩
に
替

わ
っ
て
小
説
と
戯
曲
が
盛
行
し
、
い
ろ
ん
な
民
間
演
芸
が
非
常
に
流
行
発
展
し
ま
し
た
。
文
学
の
通
俗
化
と
も
言
え
ま
す
が
、
〈
伝
統
と

の
訣
別
V
と
い
う
の
が
も
っ
と
適
切
な
よ
う
に
も
み
え
ま
す
。
こ
れ
は
文
化
に
お
い
て
も
そ
う
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
伝
統
と
の
訣
別
」
は
自
己
の
逸
失
に
繋
が
り
ま
す
。

　
「
近
代
」
を
西
洋
文
化
の
流
入
を
契
機
に
「
近
世
」
「
近
代
」
「
現
代
」
と
区
別
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
以
上
述
べ
た
「
近

代
」
の
特
徴
は
そ
の
ま
ま
「
現
代
」
ま
で
も
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
は
北
諸
以
前
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
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あ
り
ま
す
が
、
強
烈
な
夷
狭
に
よ
る
国
力
・
文
化
上
の
圧
迫
も
こ
の
時
期
の
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
と
す
る
と
き
、
西
洋
ま
で
も
夷
秋
の
中

に
含
あ
ら
れ
る
と
み
え
る
の
で
す
。
「
現
代
」
に
お
い
て
は
西
洋
文
学
や
文
化
の
概
念
を
取
り
入
れ
て
新
し
い
自
己
の
文
学
、
文
化
を
作

り
出
そ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
西
洋
の
物
が
自
己
の
物
だ
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
否
か
は
ま
た
議
論
の
余
地
が
多
い
よ
う

に
み
え
ま
す
。
中
国
の
学
者
の
中
で
も
厳
復
（
一
八
五
三
～
一
九
二
一
）
は
「
致
熊
純
如
函
」
（
『
厳
復
集
』
第
三
冊
、
中
華
書
局
一
九
八

六
刊
所
載
）
で
、

　
　
若
研
究
人
心
政
俗
語
変
、
則
趙
宋
一
代
歴
史
、
最
黒
黒
心
。
中
国
所
以
成
為
今
日
現
像
者
、
為
善
為
悪
、
姑
不
具
論
、
而
為
宋
人
之

　
所
造
就
、
什
八
九
可
断
言
也
。

と
言
い
、
胡
適
（
一
八
九
一
～
一
九
六
二
）
は
『
胡
適
口
述
自
伝
』
（
華
文
出
版
社
一
九
八
九
刊
）
で
、

　
　
公
元
一
千
年
開
始
、
一
直
到
現
在
、
・
…
－
為
現
代
階
段
、
－
－
－
或
中
国
文
芸
復
興
階
段
、
　
…
…
或
中
国
的
革
新
世
紀
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
「
近
代
」
は
南
宋
か
ら
今
ま
で
も
続
い
て
い
る
の
で
す
。

　
「
新
儒
学
」
は
こ
の
「
近
代
」
に
お
い
て
文
学
創
作
を
否
定
し
文
化
を
否
定
し
て
、
中
国
の
文
学
と
そ
の
文
化
を
退
潮
さ
せ
た
と
言
え

ま
す
。
「
新
儒
学
」
は
余
り
に
も
精
神
的
、
内
面
的
な
学
問
方
法
に
執
着
し
て
、
中
国
の
伝
統
的
文
学
乃
至
文
化
を
も
軽
視
し
て
中
国
の

知
識
人
た
ち
を
そ
こ
か
ら
訣
別
さ
せ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
「
新
儒
学
」
は
あ
ま
り
に
も
思
弁
的
、
哲
学
的
な
学
問
の
方
法
に
傾
い
て
、
実

在
の
社
会
と
は
遊
離
し
た
観
念
論
的
学
問
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
過
度
な
観
念
論
に
陥
っ
て
実
在
に
お
い
て
は
自
分
自
身
ま

で
も
失
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
「
新
儒
学
」
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
自
分
と
異
な
る
学
問
や
思
想
は
す
べ
て
徹
底
的
に
排
斥
し
、
ま
た
自
分
だ
け
が
正
し
い
と
考

え
た
所
に
、
そ
の
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
排
他
的
、
独
善
的
傾
向
は
彼
ら
が
主
張
し
た
「
道
統
論
」
に
根
ざ
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
ま
す
。
新
儒
学
の
「
道
統
」
観
念
か
ら
見
れ
ば
、
孔
子
の
弟
子
ま
た
は
そ
の
学
問
の
継
承
者
で
あ
っ
て
も
、
「
道
統
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

離
れ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は
軽
視
ま
た
は
異
質
罪
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
岡
田
武
彦
先
生
も
『
中
国
思
想
に
お
け
る
理
想
と
現
実
』
で
、

　
　
朱
子
は
吾
が
学
を
大
成
す
る
に
撃
っ
て
、
外
は
野
老
、
内
は
陸
子
の
心
学
及
び
陳
龍
川
、
土
止
斎
、
葉
水
心
当
の
功
利
事
功
の
学
を

排
斥
し
ま
し
た
。
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と
論
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
立
楽
成
は
「
唐
型
文
化
和
宋
型
文
化
」
（
『
漢
唐
史
論
集
』
台
湾
聯
経
出
版
事
，
業
公
司
一
九
七
七
刊
所
載
）
で
、

　
　
唐
代
文
化
、
以
接
受
外
来
文
化
為
主
。
…
…
到
宋
、
遂
有
民
族
本
位
文
化
的
理
学
的
産
生
、
其
文
化
精
神
及
動
態
亦
転
趨
単
純
與
収

　
敏
。
南
宋
時
、
道
統
的
思
想
埋
立
、
民
族
本
位
文
化
益
形
強
固
、
其
山
国
外
来
文
化
的
成
見
、
也
日
蝕
加
担
。

と
論
じ
て
い
ま
す
。
「
新
儒
学
」
は
少
し
で
も
自
分
と
違
う
学
問
や
そ
の
方
法
に
対
し
て
は
み
な
反
対
・
排
斥
し
な
が
ら
、
自
分
は

「
道
」
を
追
求
し
て
い
る
の
だ
か
ら
い
つ
も
正
し
く
間
違
い
が
あ
る
は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
強
い
排
他
性
、

独
善
性
は
結
局
、
知
識
人
た
ち
を
自
己
中
心
的
な
人
物
に
作
り
上
げ
、
自
分
と
違
う
他
の
人
や
勉
強
に
何
の
役
に
も
立
た
な
い
様
々
な
事

に
対
し
て
は
関
心
を
持
た
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
の
で
す
。
こ
の
世
に
た
く
さ
ん
の
矛
盾
が
あ
り
、
様
々
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
の
は
み

な
正
し
く
な
い
他
の
人
た
ち
の
せ
い
で
あ
る
と
す
る
の
で
す
。
中
国
の
文
化
が
退
潮
し
社
会
の
集
結
力
が
弱
化
し
た
原
因
は
こ
こ
に
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
中
国
文
学
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
傾
向
の
た
あ
に
「
新
儒
学
」
は
文
学
ま
た
は
文
化
を
否
定
し
て
、
伝
統
文
学
は
も
ち

ろ
ん
自
己
の
文
化
ま
で
も
退
潮
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
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【
注
】

（
1
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
七
年
七
月
十
八
日
置
「
第
十
回
ソ
ウ
ル
大
学
校
－
九
州
大
学
中
国
学
学
術
交
流
会
議
（
於
九
重
）
」

　
　
「
中
国
文
学
史
の
分
期
問
題
」
と
い
う
題
で
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。

（
2
）
「
支
那
上
古
史
」
等
。

（
3
）
零
〇
三
Φ
日
ヨ
。
。
ぎ
壽
貯
ロ
O
即
く
自
差
9
昌
。
。
』
塗
巴
σ
k
q
p
。
ヨ
Φ
。
。
臼
・
○
’
ヒ
自
誓
α
勺
①
8
居
q
．
Ω
o
貯
。
。
．

（
4
）
「
昌
黎
先
生
韓
愈
文
集
序
」
。

（
5
）
『
文
心
雛
龍
」
原
道
篇
。

（
6
）
「
蘇
東
披
全
集
後
集
」
第
一
六
巻
「
祭
欧
陽
文
忠
公
文
」
　
公
（
欧
陽
修
）
日
、
…
…
我
所
謂
文
、
必
避
道
倶
。

に
お
い
て



（
7
）
前
引
「
文
章
正
宗
序
」
、
「
践
彰
忠
粛
文
集
」
等
参
照
。

（
8
）
「
中
国
文
学
批
評
史
」
四
近
古
期
　
四
七
　
厳
羽
槍
浪
詩
話
。

（
9
）
「
與
李
空
同
書
」
　
・
意
象
応
日
合
、
意
象
二
日
離
、
是
故
乾
坤
之
卦
、
体
天
地
之
撰
、
意
象
尽
爾
。

（
1
0
）
大
島
晃
「
聡
警
思
想
と
道
学
」
（
『
朱
子
学
的
思
惟
」
一
九
九
〇
・
汲
古
書
院
）
に
、
「
そ
れ
（
道
学
）
が
頑
冥
霞
堤
の
代
名
詞
に
な
っ
た
だ
け
で

　
な
く
、
学
問
の
発
展
に
栓
桔
を
は
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
。
と
く
に
「
道
学
」
が
道
統
を
唱
え
る
と
き
、
「
道
」
の
固
定
化
・
形

　
式
化
を
当
初
か
ら
孕
ん
で
い
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
あ
る
。
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